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震災発生土の利用促進と不足している黒土代用土について ～震災発生土の植栽基盤材利用～ 

宮城県における東日本大震災後の植栽基盤材の問題点 

○震災ガレキ類（震災発生土）の利用方法 

○良質な植栽用土（黒土・畑土）の調達が困難 

 21 年前（平成 5 年）にネオソイル-MS を活用し造成した 

仙台港緩衝緑地において、東日本大震災の津波で被災した

植栽木が、流失もせず健全に生育している事から、植物の

永続性と恒久的な人工緑地が期待できると信じ、 

◆「震災発生土」の法面緑化工法への利用可能性 

◆「黒土代用土」としての植栽基盤材活用方法 

を被災地に将来性のある緑化づくりになればと提案して

きました。 

 

左）津波により大きな被害をうけた植栽木。 

右）仙台港緩衝緑地は津波被害に耐え健全な形で残っていた。 

◆震災発生土の法面緑化工法への利用可能性 

石巻地区の震災ガレキ類集積場に約 40 万㎥（2013 年 6

月）の震災発生土が集積されており、その利用方法につい

て、宮城県東部地方振興事務所から依頼がありました。試

料を採取し、予備調査を行い、その利用適否、又は利用改

善について考察した結果、震災発生土は木片チップ混じり

の土砂礫であることから鑑み、木チップと下水汚泥を利用

した発酵堆肥から成る“宮城県グリーン製品認定（第 106

号）ネオソイル-MS”を使用する法面緑化工法 PMC 緑化

工法（NETIS 登録）で活用できることを提案しました。 

 

  

   

◆黒土代用土としての植栽基盤材活用方法 

宮城県内においては、良質な植栽用土（黒土・畑土）

の調達が困難でありますが、UR 都市機構等の設計仕様

に取り入れられることが多々あります。調達可能な植栽

用土として、山砂が一般的ですが、山砂には肥効分が無

いため、有機質土壌改良材の混合等が不可欠です。植物

を健全に育てるためには、ミネラル分を多量に含んだ堆

肥と地力増進・恒久的な人工緑地が期待でき、リサイク

ルで社会性も考慮した“ネオソイル-MS”を選定しまし

た。ネオソイルは植物の生育に障害となる土壌も改善

し、植物の生長を助け、その効果が確認されている人工

土壌です。 

※山砂 60%・ネオソイル-MS30%・真珠岩ﾊﾟｰﾗｲﾄ 10%の

混合で UR 都市機構の基準をクリアしております。 

 

緑の復興が一日も早く達成できる様、黒土代用土に団粒

化構造促進剤等の投与をおこない、今以上に植物の生育

が促進できる人工土壌を作っていきます。 

石巻地区の震災ｶﾞﾚｷ類（震災発生土）集積場 約 40万㎥ 


